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３.１ イントロダクション 
この章は基本的な評価オペレーションのためにどのように MCP2515 開発キットをセットアップするべきか説明し

ます。 

３.２ ハイライト 
この章で論じられた項目は： 

•ソフトウェア概観 

•プログラムを始めます 

• LPTポートを選択します 

•ハードウェア概観 

３.３ソフトウェア概観 
ソフトウェアは異なった機能を実行する２つのテンプレートを持っている使いやすいプログラムです。第４章「ソフト

ウェアテンプレート」はテンプレートとメニュー機能の操作を詳述します。 

説明を必要とする２つのシンボルがあります： 

- A ‘$’は数の前で、１６進数を示します。 

- An ‘x’は数の後でCANプロトコル拡張メッセージを示します。 To type in an extended message, put the

拡張メッセージを入力するのに拡張されたメッセージが入力されていることを示すため数の前に ‘x’ を前置してく

ださい。 

３.３.１ MCP2515 レジスタビューテンプレート 
このテンプレートはMCP2515のローレベルの制御を可能にします、そして一般的にビットレベルにおいて

MCP2515を評価して/テストするために使われるでしょう。完全なコンフィギュレーションのために必要とされるすべ

てのレジスタはこのテンプレートで利用可能です。 
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次のウインドウはこのテンプレートで利用可能です： 

Status 

ステータスウインドウはCANSTATレジスタ（動作モードと割り込みフラグコード）の内容、TXとRXエラーカウントとEFLGレジスタ

内容を示します。 さらに、EFLGレジスタにオーバーフローフラグビットをクリアするためにボタンがあります。 

Message Filters 

マスクとフィルターは、ユーザーが準備して、そしてメッセージ受諾のテストを行なうことを可能にして、このウインドウで構成可

能です。 メッセージフィルターウインドウはメッセージが物理的にバス上に行くこと無くマスクとフィルターに対してテストされるこ

とを可能にします。  

Physical Layer 

すべてのCANビットタイミングのために使われた３つのCNFレジスタはこのウインドウでコンフィギュア（構成）されます。 

Configuration 

TXRTSCTRL、BFPCTRL、CANINTF、CANINTEとCANCTRLはすべてこのウインドウから修正されます。 これらはコントロ

ールとフラグレジスタがあります。 

Transmit 

送信ウィンドウは送信レジスタ、TXBnCTRLを含めて、アイデンティファイアレジスタとデータレジスタのためにバッファ内容をコン

トロールします。 

Receive 

このウインドウは受信バッファのためのバッファ内容、RXBnCTRL含む、アイデンティファイアレジスタとデータレジスタのすべてを
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含む。 

３.３.２ ベーシックテンプレート 
ベーシックテンプレートはCANバストラフィックに焦点を合わせるレベルが高いツールです。 このテンプレート 

は標準的にバス間にMCP2515を観察するために使われるでしょう。ノード１はノード０と共にベーシックテンプレー

トを使うことによって、開発は評価されることができます。 

 

次のウインドウはベーシックテンプレートと結び付けられます： 

Bus Status 

MCP2515 CANコントローラーというラベルがはられたこのウインドウはバスのステータス、名目上のバスローディン

グを含めて、ノード（バス上あるいはバス外）とバスビットレートのステータスについての数個のインフォメーションを

提供します。 

Output 

アウトプットウインドウは受信されて、そして送信されるメッセージを示します。 タイムスタンプがメッセージ間にデ

ルタタイムあるいは実行時間を指し示します。 

History List 

ファイルにセーブすることに対して、ヒストリーリストウインドウは送信されたメッセージを集めるために使われます。 

このファイルは後で開くことができます、そしてメッセージが再送信のためにセレクトされることができます。いくつか

あるいはすべてのメッセージが送信のためにセレクトされることができます。 このウインドウは タイムトランスミッショ

ンウインドウと関連して作動します。 
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Timed Transmissions 

タイムトランスミッションウインドウはヒストリーリストウインドウでメッセージを送るために使われます。 メッセージは１

回（１ショット）あるいは繰り返して通常の間隔（周期的）で送られることができます。 

Message Format Window 

メッセージフォーマットウインドウはアウトプットウインドウで表示データのフォーマットを決定します。 デフォルトは標

準的なテキスト形式です、そしてそれはメッセージデータを標準的なデータとして表示します。 

 
３.４ プログラムを始める 

１．ソフトウェアを走らせるために、スタート＞プログラム＞マイクロチップ＞CANKingを選択するか、あるいはウィン

ドウズ・エクスプローラーを使ってWC32.exeWを見つけてください。 

２．ダイアログ・ボックスが適切なコンフィギュレーションなしでCANバス上にこのシステムを置くことはバスに影響を

与えないと明記して出現するでしょう。 OKをクリックしてください。 

３．ウインドウがテンプレートかプロジェクトを開くためにプロンプトが現われるでしょう。 もしこれがプログラムを走ら

せる最初の時であるなら、Template（プロジェクトがまだ存在しません）を選択してください。 

４．開くべきテンプレート（BasicあるいはMCP2515レジスタビュー）を選択してください。 

 
３.５ LPTポートを選択する 
インストレーション後に初めてプログラムをスタートさせるとき、有効リスト（オプション＞MCP2515 ．．．）から適切

なLPTポートアドレスを選択する必要があります。 

３.６ハードウェア概観 
ターゲットボードは２つのCANノード（MCU、MCP2515）、トランシーバー、拡張CANバスとサポートコンポーネント

でできています。 

２つのノードは拡張バスに接続されています。 デフォルトで、拡張CANバスはCANコネクター（DB9）に接続して

います、そしてそれは外部のCANバスへのリンクです。 

サポートコンポーネントはコントロールとしてノードと一緒のインタフェースのコンポーネント、表示器と他の周辺機

器のすべてと定義されます。 

図３-５がボードの主なコンポーネントを示します。 

LPT Port  MCP2515 と node0 で MCU の役を務めるＰＣの間のリンク。 パラレルポートはＰＣがSPIによっ

て MCP2515 とコミュニケートすることを可能にするために使われます。 

COM Port シリアル通信が PICmicro MCU とＰＣの間で可能であるように、通信ポート（COM）はＭＡＸ- 

２３２デバイスによって PICmicro MCU ソケット（USART ピン）に接続しています。 

Oscillators ３つの発振器ソケットのアウトプットはデフォルトで一緒に接続されています、それでただ１つの発

振器が MCP2515 と PICmicro MCU 両方をクロックするために必要とされます。 トレース（パターン跡）をカットし

て、そしてジャンパーをインストールすることによって、他の発振器コンフィギュレーションが達成されることができま

す。 発振器ソケットの構成を設定することについて、もっと多くの詳細のためにチャプター５の「再設定、ハードウ

ェア」を見てください。 



 9

詳細はホームページ http://www5b.biglobe.ne.jp/~tekhanzo/ 
                      をご確認ください。 
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